
教科名 理科
科目名 物理
グレード
単位数 4単位
対象学年 高校３年

科目の
概要

理系で物理を受験科目として使う者用の授業。高校物理の内容と受験科目としての
物理の演習を行なう。

科目の
目標

①全体としての物理の基本的概念の獲得。
②基礎的応用力（センター試験レベルの問題解答能力）の育成。
③実践的な応用力（個別学食試験レベルの問題解答能力）の育成。

使用
教科書

数研出版　高等学校理科用　物理

使用
副教材

数研出版　改訂版　リードα 物理基礎・物理
数研出版　２０２０ 物理重要問題集　物理基礎・物理
駿台文庫　２０２０パックＶ　物理

評価の
方法

定期考査の結果に重点を置き，授業での様子も加味しながら総合的に評価する。

学習の
方法

授業を学習の中心におき，常に授業前と授業後では知識が増えているようにする。
教科書の内容を進めている段階では，授業前の予習によってわかっていること，わ
からないことの整理をする事，授業中には疑問点を残さないように適宜質問等をす
る事，授業後には定着のため授業範囲の演習問題を解くことがポイント。
問題演習の段階では，疑問となる（解けなかった・納得できなかった）問題につい
て教員と議論ができるように予め問題を解いてみる（決して正解しなくても良い）
習慣がポイント。
センター試験レベルの演習では，知識の漏れを塞ぐように復習することがポイン
ト。

生徒へ
の一言

周りに流されること無く，自分自身の知識量と必要な能力を把握し，自分に必要な
学習内容を理解することが必要です。隣の者と同じ問題を解いても自分の能力向上
にはならないかもしれません。基礎が不十分な場合には，周りが先に進んでいよう
とも基礎を固めることが先決。決して問題集の解答を読んで問題を解いた気になら
ないように。問題の解き方は問題集の解答から導き出すのではなく，自分の頭のな
かからひねり出す物です。

月 授　業　予　定

４月

第３章「電流と磁場」　１磁場　Ａ磁気力，Ｂ磁場，Ｃ磁力線，Ｄ磁化。２電流の
つくる磁場　Ａ直線電流がつくる磁場，Ｂ円電流がつくる磁場，Ｃソレノイドがつ
くる磁場。３電流が磁場から受ける力　Ａ直線電流が受ける力，磁束密度，平行電
流が及ぼしあう力。４ローレンツ力　Ａローレンツ力，

５月

Ｂ一様な磁場内の荷電粒子の運動，Ｃホール効果，Ｄサイクロトロン。
第４章「電磁誘導と電磁波」　１電磁誘導の法則　Ａ電磁誘導，Ｂファラデーの電
磁湯動の法則，Ｃ磁場を横切る導線に生じる誘導起電力，誘導起電力とエネル
ギー，渦電流。

５月下旬　前期中間考査



６月

２交流の発生　Ａコイルの回転と交流の発生，Ｂ交流の実効値。
３自己誘導と相互誘導　Ａ自己誘導，Ｂコイルの自己インダクタンス，Ｃコイルに
蓄えられるエネルギー，Ｄ相互誘導，Ｅ変圧器。
４交流回路　Ａ交流電圧と交流電流，Ｂ交流と抵抗，Ｃ交流とコイル，Ｄ交流とコ
ンデンサー，Ｅコイル・コンデンサーで消費する電力，Ｆ交流回路のインピーダン
ス，Ｇ共振，Ｈ電気振動。

７月

５電磁波　Ａ電磁波の発見，Ｂ電磁波の発生，Ｃ電磁波の性質，Ｄ電磁波の種類。
第５編原子　第１章電子と光　１電子　Ａ放電，Ｂ陰極線，Ｃ電子の比電荷，Ｄ電
気素量。
２光の粒子性　Ａ光量子説，Ｂ光電効果，Ｃ電子ボルト。
３Ｘ線　ＡＸ線，ＢＸ線の発生，ＣＸ線の波動性とブラッグの条件，ＤＸ線の粒子
性とコンプトン効果。
４粒子の波動性　Ａ物質波，Ｂ電子線の干渉・回折，Ｃ不確定性原理。

８・９月

第２章原子と原子核　１原子の構造とエネルギー準位　Ａラザフォードの原子模
型，Ｂ水素原子のスペクトル，Ｃボーアの理論。
２原子核　Ａ原子核の構成，Ｂ同位体，Ｃ統一原子質量単位，Ｄ原子量。
３放射線とその性質　Ａ放射線，Ｂα崩壊・β崩壊，Ｃ半減期，Ｄ放射線の測定単
位，Ｅ放射線の影響と利用・
４核反応と核エネルギー　Ａ核反応，Ｂ質量とエネルギーの等価性，Ｃ核エネル
ギー，Ｄ核分裂反応，Ｅ原子力発電，Ｆ核融合反応。
５素粒子　Ａ自然の段階性と素粒子，Ｂクォーク模型，

９月下旬　前期期末考査

１０月
問題演習　重要問題集中心

１１月
問題演習　重要問題集中心
センター試験対策の問題演習　パックＶ中心

１２月
センター試験対策の問題演習　パックＶ中心

１月

２月

３月


